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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月19日(2017.10.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光電変換素子を備える画素が行列状に配置された画素部と、
　前記画素部を行単位で駆動する駆動信号を出力する走査部と、を備え、
　前記走査部は、
　　アドレス信号をデコードし、行毎のアドレスデコード信号を出力するアドレスデコー
ダ部と、
　　前記画素部の行に対応して設けられた複数の行駆動部と、を含み、
　前記複数の行駆動部のそれぞれは、
　　前記アドレスデコード信号を保持する保持部と、
　　前記保持部に保持された信号に基づいて前記駆動信号を生成する信号生成部と、を含
み、
　第１の行に対応する前記行駆動部の前記信号生成部の出力が、第２の行に対応する前記
行駆動部の前記保持部に入力されることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記保持部は、第１の保持部と、前記第１の保持部の後段に配された第２の保持部を含
む
　ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記第１の行に対応する前記行駆動部の前記信号生成部の出力が、前記第２の行に対応
する前記行駆動部の前記第２の保持部に入力される
　ことを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記第１の保持部は、ＳＲラッチ回路により構成される
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　ことを特徴とする請求項２または請求項３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記第２の保持部は、Ｄラッチ回路により構成される
　ことを特徴とする請求項２乃至請求項４のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記信号生成部は、前記保持部に保持された信号と、前記複数の行駆動部に共通に供給
される制御信号とに基づいて、前記駆動信号を生成する
　ことを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記信号生成部は、レベルシフト部を含む
　ことを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記行駆動部は、他の行駆動部の前記信号生成部から出力された信号の前記保持部への
入力を制御する信号選択部を含む
　ことを特徴とする請求項１乃至請求項７のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項９】
　光電変換素子を備える画素が行列状に配置された画素部と、
　前記画素部の行を駆動する駆動信号を出力する走査部と、
　前記画素部の駆動される行を示すアドレス信号を前記走査部に出力する制御部と、
を備え、
　前記走査部は、
　前記アドレス信号をデコードし、行毎のアドレスデコード信号を出力するアドレスデコ
ーダ部と、
　保持部と、
　複数行のシャッタ走査信号を前記アドレスデコード信号に基づかずに一括して前記保持
部にセットするとともに、一括してセットされた前記保持部の前記シャッタ走査信号を順
次リセットするセットリセット部と、
　前記保持部から出力された前記シャッタ走査信号に基づき、前記光電変換素子をリセッ
トさせるための前記駆動信号を生成する信号生成部と、
を備える撮像装置。
【請求項１０】
　前記セットリセット部は、前記アドレスデコード信号に基づき前記シャッタ走査信号を
順次リセットする、請求項９に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記セットリセット部は、前記保持部において、複数行の前記シャッタ走査信号を一括
してセットするとともに前記シャッタ走査信号を順次リセットする動作モード、または、
前記シャッタ走査信号を順次セットするとともに複数行の前記シャッタ走査信号を一括し
てリセットする動作モードのいずれかを実行する、請求項９または１０のいずれか１項に
記載の撮像装置。
【請求項１２】
　前記セットリセット部において、前記シャッタ走査信号を一括してセットさせるための
セット信号は１ビットの信号である、請求項９乃至１１のいずれか１項に記載の撮像装置
。
【請求項１３】
　前記セットリセット部において、前記シャッタ走査信号を一括してセットさせるための
セット信号は複数本の信号線によって供給される複数ビットの信号であり、それぞれの信
号線のビット毎に複数行の前記シャッタ走査信号をセットする、請求項９乃至１１のいず
れか１項に記載の撮像装置。
【請求項１４】
　前記保持部は、セット端子、およびリセット端子を有するラッチ回路を備え、
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　前記セットリセット部は、前記セット端子において、複数行の前記シャッタ走査信号を
一括してセットし、前記リセット端子において、前記アドレスデコード信号に基づき前記
シャッタ走査信号を順次リセットする、請求項９乃至１３のいずれか１項に記載の撮像装
置。
【請求項１５】
　前記保持部は、データ端子、および前記データ端子における信号をラッチさせるための
ゲート信号が入力されるゲート端子を有するラッチ回路を備え、
　前記セットリセット部は、前記データ端子において、複数行の前記シャッタ走査信号を
一括してセットするとともに前記シャッタ走査信号を順次リセットする、請求項９乃至１
３のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１６】
　前記走査部は、第０行から第ｎ行までの（ｎ＋１）個の前記保持部および前記セットリ
セット部を備え、
　第Ｌ行（Ｌは１～ｎまでの整数）の前記セットリセット部は、第（Ｌ－１）行における
前記シャッタ走査信号がリセットされたことに応じて、第Ｌ行の前記保持部における前記
シャッタ走査信号をリセットする、請求項１５に記載の撮像装置。
【請求項１７】
　奇数行の前記保持部の前記ゲート端子には第１のゲート信号が入力され、偶数行の前記
保持部のゲート端子には前記第１のゲート信号とは異なる第２のゲート信号が入力される
、請求項１６に記載の撮像装置。
【請求項１８】
　第ｎ行の前記保持部からの信号を故障検査のための信号として出力する、請求項１６ま
たは１７のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１９】
　請求項１～１８のいずれか１項に記載の撮像装置と、
　前記撮像装置から出力された信号を処理する信号処理部とを有する撮像システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の一実施形態に係る撮像装置は、光電変換素子を備える画素が行列状に配置され
た画素部と、前記画素部を行単位で駆動する駆動信号を出力する走査部と、を備え、前記
走査部は、アドレス信号をデコードし、行毎のアドレスデコード信号を出力するアドレス
デコーダ部と、前記画素部の行に対応して設けられた複数の行駆動部と、を含み、前記複
数の行駆動部のそれぞれは、前記アドレスデコード信号を保持する保持部と、前記保持部
に保持された信号に基づいて前記駆動信号を生成する信号生成部と、を含み、第１の行に
対応する前記行駆動部の前記信号生成部の出力が、第２の行に対応する前記行駆動部の前
記保持部に入力される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の他の実施形態に係る撮像装置は、光電変換素子を備える画素が行列状に配置さ
れた画素部と、前記画素部の行を駆動する駆動信号を出力する走査部と、前記画素部の駆
動される行を示すアドレス信号を前記走査部に出力する制御部と、を備え、前記走査部は
、前記アドレス信号をデコードし、行毎のアドレスデコード信号を出力するアドレスデコ
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ーダ部と、保持部と、複数行のシャッタ走査信号を前記アドレスデコード信号に基づかず
に一括して前記保持部にセットするとともに、一括してセットされた前記保持部の前記シ
ャッタ走査信号を順次リセットするセットリセット部と、前記保持部から出力された前記
シャッタ走査信号に基づき、前記光電変換素子をリセットさせるための前記駆動信号を生
成する信号生成部とを備える。
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